































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































7.5YR7/4 light yellowish brown 
moderate yellowish pink 
10R2/1 dark grayish rec1dish brown 
N9 
10GY6j8 strong yellowish green 
2. 5B3j4 dark greenish blue 
moderate orange 






J一一!lNo.3 薄紅l jN04 濃茶
















vivid reddish orange 
比色は視感判定による。記号はマンセル値 ors)系統
色名(I.S.C.C-N.B.Sコード)使用。





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































橘図 5 責任地紅格子縞黒餅文芭蕉布童単衣尚家伝来 19世紀
形
態
は
現
代
の
羽
織
と
殆
ど
同
形
で
あ
る
。
室
町
末
の
上
杉
謙
信
の
胴
服
の
19世紀
よ
う
に
袖
を
平
袖
に
し
た
以
外
は
、
当
尚家伝来
時
の
小
袖
と
殆
ど
同
形
と
い
う
よ
う
な
、
初
期
胴
服
(
胴
服
は
羽
織
の
も
と
の
形
挿図 4 黄色地黒紫耕文紬地袷衣
の
も
の
)
の
面
影
な
ど
微
塵
も
な
い
。
元
禄
頃
に
は
、
小
袖
も
羽
織
も
、
そ
の
形
を
殆
ど
完
成
さ
せ
て
い
て
、
以
後
今
日
に
至
る
ま
で
形
態
の
基
本
的
な
も
の
は
変
化
し
て
い
な
い
。
そ
の
羽
織
の
形
態
の
完
成
し
た
姿
を
、
元
禄
期
に
お
け
る
羽
織
の
完
成
し
た
形
を
、
今
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
綱
誠
所
用
と
い
わ
れ
る
縞
麻
羽
19世紀
織
に
見
る
の
で
あ
る
。
尚家伝来
(
形
状
、
法
量
、
仕
立
て
方
等
〉
法
量
は
、
背
縫
位
置
で
の
丈
が
一
一
二
・
挿図 6 黄色地黒餅文芭蕉布童単衣
五
セ
ン
チ
、
桁
は
六
三
セ
ン
チ
、
袖
幅
は
二二
・
五
セ
ン
チ
、
袖
丈
五
三
セ
ン
チ
、
袖
口
は
左
袖
が
二
四
・
七
セ
ン
チ
、
右
袖
が
二
四
・
五
セ
ン
チ
で
、
何
れ
も
袖
口
留
が
し
で
あ
る
。
襟
幅
は
一
四
・
五
セ
ン
チ
、
襟
肩
ア
キ
×
2
は
一
八
・
五
セ
ン
チ
、
襟
先
は
丸
み
を
つ
け
裁
ち
出
し
て
あ
る
。
前
裾
幅
は
三
0
セ
ン
チ
(
襟
は
別
で
〉
、
後
裾
71 
美
都T
研
究
第
四
号
水色浅地格子餅文手縞地袷衣
は部分 尚家伝来
挿図 7aω
b t時
花色地赤黄緑色竪縞文芭蕉布単衣〈註3)
は部分 尚家伝来 19世紀
ω
m
w
 
挿図 8a
b 
四
幅
四
一
セ
ン
チ
、
前
下
り
七
・
五
セ
ン
チ
、
槍
は
裾
幅
で
二
二
セ
ン
チ
、
72 
19世紀
丈
は
袖
付
よ
り
下
裾
ま
で
で
、
前
が
六
0
セ
ン
チ
、
後
は
五
五
・
五
セ
ン
ち
チ
、
乳
(
挿
図
1
参
照
)
は
左
右
と
も
肩
山
よ
り
二
六
・
五
セ
ン
チ
の
位
置
に
0
・
五
セ
ン
チ
幅
の
が
二
・
五
セ
ン
チ
長
さ
の
わ
な
で
付
い
て
い
る
。
紐
は
欠
。
袖
口
裂
が
つ
い
て
お
り
、
右
袖
は
八
セ
ン
チ
幅
で
肩
山
よ
り
下
方
に
二
九
・
五
セ
ン
チ
ま
で
、
左
袖
は
七
・
五
セ
ン
チ
幅
で
、
肩
山
よ
り
下
方
に
二
二
セ
ン
チ
ま
で
、
袖
附
の
長
さ
は
、
右
が
五
二
・
五
セ
ン
チ
、
左
が
五
二
・
八
セ
ン
チ
で
あ
る
。
縫
い
方
は
、
背
縫
は
0
・
一
セ
ン
チ
前
後
の
こ
ま
か
い
針
目
の
一
度
縫
で、
現
状
は
裾
か
ら
二
七
・
五
セ
ン
チ
の
位
置
ま
で
が
ほ
こ
ろ
び
て
い
る
。
背
縫
の
折
被
せ
は
、
わ
れ
わ
れ
が
い
う
正
常
な
方
向
(
美
術
研
究
二
二
八
号
、
一O
頁
、
挿
図
3
参
照
)
と
は
逆
に
な
っ
て
い
る
。
脇
縫
は
袋
縫
が
針
目
は
0
・
二
セ
ン
チ
か
ら
0
・
三
セ
ン
チ
。
し
で
あ
り
、
袖
の
丸
み
は
、
縫
込
み
分
の
裂
を
壁
を
と
っ
て
整
え
、
軽
く
糸
で
綴
じ
て
あ
る
。
く
け
縫
は
一
セ
ン
チ
前
後
の
針
目
。
縫
糸
は
何
れ
も
S
撚
白
絹
糸
が
使
用
し
て
あ
る
。
裂
幅
は
一
一
一
一
一
セ
ン
チ
(
耳
か
ら
耳
ま
で
)
、
密
度
は
一
セ
ン
チ
聞
に
、
経
糸
は
一
八
本
前
後
、
緯
糸
は
二
O
越
前
後
。
色
は
色
名
解
説
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
は
、
濃
浅
葱
、
薄
紅
、
白
、
緑
、
樺
色
、
濃
茶
、
黄
。
地
色
は
薄
茶
色
、
縞
耕
の
色
重
量
は
三
二
0
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
こ
の
縞
麻
羽
織
の
裂
地
の
特
色
は
、
図
版
I
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
細
か
い
緋
糸
の
横
縞
が
入
っ
た
り、
そ
の
緋
糸
が
途
中
で
色
が
替
っ
た
り
、
緯
糸
に
適
宜
、
絹
糸
を
(
表
照
合
、
緯
縞
用
に
白
と
緑
と
樺
色
の
三
色
の
絹
糸
を
使
用
し
て
い
る
〉
用
い
た
り
し
て
い
る
こ
と
で
あ
黄色地竪縞餅文芭蕉布単衣
は部分尚家伝来 19世紀
挿図 9aω
b (}) 
黄色地竪縞餅文芭蕉布童単衣
は部分 尚家伝来 19世紀
挿図lOaω
b 的
徳
川
綱
誠
所
用
縞
麻
羽
織
に
つ
い
て
る。
経
糸
で
は
、
裂
幅
の
中
央
と
両
側
の
三
本
に
、
濃
浅
葱
の
細
い
線
で
薄
紅
を
中
央
に
挟
み
持
っ
た
目
立
た
な
い
優
し
い
感
じ
の
縞
を
立
て
て
い
る
。
そ
の
経
縞
と
同
じ
よ
う
な
構
成
の
、
濃
浅
葱
と
薄
紅
の
緯
縞
(
表
照
合
〉
が
、
経
縞
の
よ
う
に
は
等
間
隔
に
は
し
て
い
な
い
が
、
経
縞
の
そ
れ
と
組
ん
で
、
意
気
張
ら
な
い
静
か
な
ベ
l
ス
を
作
る
よ
う
に
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
れ
よ
う
。
緯
縞
の
そ
れ
は
、
等
間
隔
で
は
な
い
し
、
小
さ
い
単
位
の
濃
浅
葱
と
薄
紅
の
細
縞
も
太
さ
が
格
一
的
で
な
い
。
そ
こ
に
目
立
た
な
い
淡
い
色
調
の
薄
紅
と
黄
色
の
緋
糸
を
経
緯
に
交
叉
さ
せ
て
地
盤
に
な
る
色
調
を
、
柔
か
く
、
温
く
整
え
て
い
る
。
そ
し
て
予
め
経
糸
と
し
て
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
準
備
さ
れ
て
い
る
濃
茶
紡
糸
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
緯
縞
、
緯
緋
、
地
緯
を
按
排
し
な
が
ら
の
打
ち
込
み
が
行
わ
れ
、
全
体
の
織
物
意
匠
構
成
が
な
さ
れ
て
行
っ
た
に
違
い
な
い
。
織
る
段
階
で
の
楽
し
さ
の
よ
う
な
も
の
が
躍
動
し
て
迫
っ
て
来
る
感
が
あ
る
の
で
あ
る
o
織
る
段
階
で
73 
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~e 
四
号
の
創
作
意
欲
も
満
た
さ
れ
て
い
る
織
り
手
の
生
気
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
絵
図
に
忠
実
に
従
っ
て
染
め
、
或
は
織
っ
て
仕
上
げ
、
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
の
そ
う
い
っ
た
制
約
の
も
と
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
と
も
想
像
さ
れ
る
カl
そ
れ
な
ら
ば
そ
れ
で
、
」
の
絵
図
は
織
手
の
立
場
も
楽
し
く
さ
せ
た
秀
れ
た
意
匠
で
あ
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
意
匠
の
上
で
の
優
作
で
も
あ
り
、
沖
縄
に
も
、
琉
球
王
家
の
尚
家
で
さ
え
、
十
九
世
紀
以
降
の
衣
料
(
挿
図
3
J
U
等
参
照
〉
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
今
日
、
十
七
世
紀
後
半
の
逸
品
が
、
そ
の
古
様
を
伝
え
た
緋
・
縞
文
様
を
わ
れ
わ
れ
に
呈
示
し
て
く
れ
る
の
は
極
ま
り
な
い
喜
び
で
あ
る
。
と
も
す
れ
ば
技
巧
に
走
っ
て
、
織
の
技
術
、
染
の
技
術
に
素
直
で
な
い
文
様
作
り
ゃ
そ
う
い
っ
た
文
様
に
挑
む
者
の
多
い
昨
今
、
こ
に
素
朴
な
、
技
術
に
素
直
な
立
場
の
優
品
を
得
た
こ
と
は
以
っ
て
範
と
す
べ
し
の
ち，
、ー・
/、
指
標
で
も
あ
る
。
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(
一
九
八
三
年
四
月
〉
な
お
、
本
稿
の
調
査
に
当
り
、
御
多
用
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
度
々
の
調
査
・
撮
影
の
御
便
宜
を
お
は
か
り
下
さ
っ
た
徳
川
義
宣
徳
川
美
術
館
長
を
は
じ
め
、
同
館
の
皆
様
、
ま
た
、
本
文
中
に
氏
名
を
列
記
し
た
芭
蕉
布
か
苧
麻
布
か
の
御
見
解
を
賜
っ
た
沖
縄
の
技
術
者
、
専
門
家
の
方
々
、
そ
の
う
ち
の
幾
人
か
の
紹
花色地紅格子文芭蕉布単衣
は部分尚家伝来 19世紀
介
の
労
を
と
っ
て
下
さ
っ
た
宮
里
正
子
氏
、
比
色
(
視
感
測
定
)
を
受
持
っ
て
下
さ
っ
た
日
本
流
行
色
協
会
の
杉
本
直
温
・
小
山
幸
子
両
氏
に
感
謝
致
し
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
本
稿
を
進
め
る
に
当
り
、
沖
縄
産
染
織
品
に
関
連
し
て
は
、
日
本
繊
維
意
匠
セ
ン
タ
ー
の
「
日
本
染
織
文
様
集
第
三
巻
」
(
昭
和
三
五
年
〉
、
田
中
俊
雄
・
玲
子
御
夫
妻
共
著
の
「
沖
縄
織
物
裂
地
の
研
究
」
(
昭
和
二
七
年
、
明
治
書
一房
〉
と
「
沖
縄
織
物
の
研
究
」
(
昭
和
五
一
年
、
紫
紅
社
)
、
尚
裕
・
鎌
倉
芳
太
郎
・
山
辺
知
行
三
氏
共
著
の
「
琉
球
王
家
伝
来
衣
裳
」
(
昭
和
四
七
年
、
講
談
社
〉
、
鎌
倉
芳
太
郎
氏
挿図 llaω
b 肘
著
の
「
沖
縄
文
化
の
遺
宝
」
(
昭
和
五
八
年
、
岩
波
書
庖
〉
、
沖
縄
県
の
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
・
沖
縄
館
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
海
や
か
り
ゆ
し
」
(
昭
和
五
O
年
)
、
沖
縄
県
工
芸
振
興
セ
ン
タ
ー
の
「
沖
縄
の
伝
統
工
芸
」
(
昭
和
五
四
年
)
、
沖
縄
県
教
育
委
員
会
の
「
沖
縄
の
織
物
l
無
形
文
化
財
の
記
録
|
」
(
昭
和
四
七
年
)
、
琉
球
文
化
社
の
「
琉
球
の
文
化
二
号
!
琉
球
の
染
織
特
集
|
」
(
昭
和
四
七
年
〉
、
琉
球
新
報
社
の
「
写
真
集
む
か
し
沖
縄
」
〈
昭
和
五
三
年
)
、
日
本
民
芸
館
の
「
沖
縄
の
美
」
(
昭
和
五
六
年
〉
、
徳
川
美
術
館
・
中
日
新
聞
社
の
「
琉
球
の
文
化
沖
縄
美
術
展
」
(
昭
和
四
三
年
〉
、
徳
川
製
明
会
の
「
金
銑
叢
書
第
三
輯
」
(
昭
和
五
一
年
〉
等
、
特
に
資
す
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
っ
た
の
で
記
し
て
謝
意
を
述
べ
る
。
註1
「
桃
山
・
江
戸
前
・
中
期
の
産
衣
十
三
領
に
つ
い
て
上
・
中
・
下
神
谷
栄
子
論
文
、
美
術
研
究
二
六
七
号
・
二
七
二
号
・
二
八
O
号
」
で
徳
川
綱
誠
産
衣
を
取
扱
っ
た
時
、
そ
の
後
昭
和
五
十
一
年
十
一
月
二
十
七
日
の
日
経
小
ホ
l
ル
で
の
公
開
学
術
講
座
で
の
筆
者
担
当
の
「
沖
縄
の
縞
と
餅
」
で
徳
川
綱
誠
所
用
縞
麻
羽
織
を
取
扱
っ
た
折
、
徳
川
美
術
館
に
綱
誠
の
読
み
を
問
い
合
わ
せ
た
折
は
「
ツ
ナ
ノ
ブ
」
で
あ
っ
た
の
で
そ
の
よ
う
に
読
ん
で
い
た
。
し
か
し
今
回
「
ツ
ナ
ナ
リ
」
が
正
し
い
と
の
御
連
絡
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
読
み
に
従
っ
た
。
2
徳
川
美
術
館
調
べ
。
沖
縄
で
花
色
と
い
う
の
は
紅
花
で
染
色
し
た
薄
紅
色
の
こ
と
を
い
う
。
3 
